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区 分 概要 

１．検討項目 「為替レート照会（ＩＥＲ）」業務の改善 

２．変更要望 
       
        
 

 

・ＩＥＲ業務について、「貨物情報照会（ＩＣＧ）」業務や「輸入申告等照会（ＩＩＤ）」
業務のように繰り返し入力を可能にしてほしい｡ 
・一度に複数の通貨について照会できるようにしてほしい。または換算レート表示画面から
別の通貨の照会を可能にしてほしい｡ 

３．次期仕様 ・為替レート照会結果画面において、次に照会する通貨コードを入力可能とし繰り返し 
 照会ができるように変更する。 
・一度に複数の通貨為替レート照会を可能とする機能の追加要望に関しては、対応しない 
 こととする。 

1. プログラム変更要望概要 
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２. 現行ＮＡＣＣＳにおける為替レート照会業務（ＩＥＲ）業務の仕様 

通貨コードを 
入力する。 

（ＩＥＲ 入力画面） （ＩＥＲ  照会結果画面） 

・連続して繰返し照会する機能が無い為、入力画面に戻って照会手順を繰り返す必要がある。 
・一度に複数の通貨為替レートを照会する機能がない。 
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次の為替レート照会を行う為には、 
入力画面に戻る必要がある。 
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次通貨コード＊ 

次通貨コード＊ 

次通貨コード＊ EUR 

2 

通貨コードを 
入力する。 

1 

一度、為替レート照会後、照会
結果画面の「次通貨コード」項
目に、次に照会する通貨コード
を入力することにより、繰返し
の照会が可能 

（新規追加入力項目） 
照会結果画面に、次に照会する 
通貨コードを入力する項目 
｢次通貨コード｣を追加する。 
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 照会結果画面（為替レート照会情報）において、次に照会する通貨コードを入力可能とし、繰り返し 
照会ができるように変更する。 

（ＩＥＲ 入力画面） （ＩＥＲ 照会結果画面） 

（ＩＥＲ 照会結果画面） （ＩＥＲ 照会結果画面） 

３. 次期ＮＡＣＣＳにおける新規機能 



４. 次期ＮＡＣＣＳにおいて対応しない事項 

 一度に複数の通貨為替レートを照会可能とする要望に対しては、以下の理由により 
対応しないこととする。 

・一度に複数の通貨を照会する頻度は少ないと考えられ、費用対効果が見込まれない。 
・複数通貨の為替レート照会結果を一画面に出力すると、誤った通貨レートを使用して 
 しまう恐れがある。 
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